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基本構想 

第１章 目指す都市像 

 

 

 

 

 

 

本市は、明治用水の開削により、豊かな水に育まれ「日本デンマーク」と呼ばれる農業

都市として発展への歩みを始めました。その後、積極的な企業誘致や住環境の整備を進

め、ものづくり産業の集積地の一翼を担う工業都市としてさらなる成長を遂げ、都市化が

進展してきました。その結果、人口は近年まで堅調に増加し、農・工・商のバランスがと

れた、都市と自然が調和したまちとして引き継がれてきました。 

 

本市は、第８次総合計画において、市民が「豊かさ」と「幸せ」を実感できるまちを理

念としてまちづくりを進めてきました。これは、経済的な余裕に加え、心のゆとりや人と

のふれあい、将来に対する安心など、「豊かさ」や「幸せ」に対する多様な価値観がある中

で、市民一人ひとりの幸せを実現することが、自治体行政が担うべき最大の役割であると

考えるものであり、第９次総合計画においてもこの理念を継承しています。 

 

全国で少子化が急速に進展し、人口減少が加速していく中、本市でも出生数は減少傾向に

あります。まちの未来を担う子どもの数の減少は、持続可能な社会を創るための克服すべき

課題です。少子化に歯止めをかけ、本市の未来を次世代に引き継いでいくためには、子ども

を核としたまちづくりを行っていくことが必要です。 

 

社会全体で子どもを育む環境を整えることが、子育て世代の安心につながり、それがまち

の活力を生み出します。子どもたちの存在や、そこから生まれる活力は、まちの将来に対す

る安心感や期待感をつくり、未来に向けて歩みを進めていくための原動力となります。 

 

地域に見守られ、大切に育まれたたくさんの子どもたちが本市に愛着を持ち、さらに次の

世代へその想いをつないでいくことが、まちの明るい未来を創っていきます。まちにとって

子どもは未来そのものであり、子どもが健やかに育つ社会が、すべての人の幸せをかなえる

まちの姿なのです。 

 

本市は、安心して子どもを育てることのできる仕組みをつくり、市民の豊かな暮らしと地

域の未来を支える確かな力を蓄え、安全、安心で誰もが住みたくなる魅力あふれるまちづく

りを進めることにより「ともに育み、未来をつくる しあわせ共創都市 安城」の実現を目

指します。 

 

  ともに育み、未来をつくる 

しあわせ共創都市 安城 


